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本日の流れ
時間 内容

9：30～12：30 第２章

12：30～13：10 昼休み

13：10～17：40 第３章・第５章



テキスト
第２章 乳児の発達に応じた保育内容

第１節 保育所保育指針について

第２節 乳児・１歳以上３歳未満児の発達
と保育内容

第３節 保育の方法ー主体的存在として
の乳児・１歳以上３歳未満児

テキスト
２４ページ～



第２章第１節
保育所保育指針について

節のねらい
①実践と保育所保育指針の関係を理解する

②保育所保育指針は何が変わり、何が変わらな
いのかを理解する

③乳児・１歳以上３歳未満児の保育の重要性に
ついて、保育所保育指針を通して理解し、ほか
の職員に説明できる

テキスト
２４ページ～



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第１章 １保育所保育に関する基本原則
⑴ 保育所の役割

ア 保育所は、児童福祉法（昭和22年法律第
164号）第39条の規定に基づき、保育を必要
とする子どもの保育を行い、その健全な心身の
発達を図ることを目的とする児童福祉施設であ
り、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その
福祉を積極的に増進することに最もふさわしい
生活の場でなければならない。

25ページ保育所保育指針の重要性



◆子どもの最善の利益のため、一定の保育の

水準を確保する

◆規範性を有する基準である

・保育の公的性格

・どのような家庭や地域を背景にした保育所

で保育されてもすべての子どもの望ましい発

達を方向づける保育内容を公が保障しようと

するもの

25ページ保育所保育指針の重要性



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より
第１章 １保育所保育に関する基本原則
⑴ 保育所の役割

エ 保育所における保育士は、児童福祉法第18
条の４の規定を踏まえ、保育所の役割及び機能
が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられ
た専門的知識、技術及び判断をもって、子どもを
保育するとともに、子どもの保護者に対する保育
に関する指導を行うものであり、その職責を遂行
するための専門性の向上に絶えず努めなければ
ならない。

保育所保育指針の重要性



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）
より

第１章 総則
１ 保育所保育に関する基本原則
（１）保育所の役割
（２）保育の目標
（３）保育の方法
（４）保育の環境
（５）保育所の社会的責任

保育所保育指針の構造 26ページ



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

⑵ 保育の目標
ア 保育所は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって
極めて重要な時期に、その生活時間の大半を過ごす場
である。このため、保育所の保育は、子どもが現在を最
も良く生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培う
ために、次の目標を目指して行わなければならない。

(ア) 十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ
雰囲気の中で子どもの様々な欲求を満たし、生命の保
持及び情緒の安定を図ること。

保育所保育指針の構造

養護的側面

２6ページ



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より
⑵ 保育の目標 ア
(イ) 健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、
心身の健康の基礎を培うこと。

(ウ) 人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権
を大切にする心を育てるとともに、自主、自立及び協調の態度を
養い、道徳性の芽生えを培うこと。

(エ) 生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、
それらに対する豊かな心情や思考力の芽生えを培うこと。

(オ) 生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話したり、聞いた
り、相手の話を理解しようとするなど、言葉の豊かさを養うこと。

(カ) 様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性
の芽生えを培うこと。

保育所保育指針の構造

教育的側面

26ページ



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より
⑵ 保育の目標

イ 保育所は、入所する子どもの保護者に対し、そ
の意向を受け止め、子どもと保護者の安定した関
係に配慮し、保育所の特性や保育士等の専門性
を生かして、その援助に当たらなければならない。

保育所保育指針の構造 ２6ページ



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より
⑶ 保育の方法

オ 子どもが自発的・意欲的に関われるよう
な環境を構成し、子どもの主体的な活動や
子ども相互の関わりを大切にすること。特に、
乳幼児期にふさわしい体験が得られるよう
に、生活や遊びを通して総合的に保育する
こと。

保育所保育指針の構造 ２8ページ



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より
⑶ 保育の方法

ア 一人一人の子どもの状況や家庭及び地域社会での
生活の実態を把握するとともに、子どもが安心感と信頼
感をもって活動できるよう、子どもの主体としての思いや
願いを受け止めること。

イ 子どもの生活のリズムを大切にし、健康、安全で情緒
の安定した生活ができる環境や、自己を十分に発揮でき
る環境を整えること。

ウ 子どもの発達について理解し、一人一人の発達過程
に応じて保育すること。その際、子どもの個人差に十分
配慮すること。

保育所保育指針の構造 ２8ページ



保育所保育指針の構造

【養護】の内容は総則へ

◆保育所保育を支える基盤

◆「養護的側面」を視野に入れた保育の重要性

・３歳以上児への注意喚起

・乳児に関しては、「教育的側面」に関してより

明確にすることの重要性

２8ページ



ア 生命の保持 （ア）ねらい

① 一人一人の子どもが、快適に生活できるようにする。

② 一人一人の子どもが、健康で安全に過ごせるように
する。

③ 一人一人の子どもの生理的欲求が、十分に満たされ
るようにする。

④ 一人一人の子どもの健康増進が、積極的に図られる
ようにする。

養護に関する内容



イ 情緒の安定 （ア）ねらい

① 一人一人の子どもが、安定感をもって過ごせるよう
にする。

② 一人一人の子どもが、自分の気持ちを安心して表す
ことができるようにする。

③ 一人一人の子どもが、周囲から主体として受け止め
られ、主体として育ち、自分を肯定する気持ちが育ま
れていくようにする。

④ 一人一人の子どもがくつろいで共に過ごし、心身の
疲れが癒されるようにする。

養護に関する内容



保育所保育指針の構造

【追加項目】：育みたい資質・能力

(ア) 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、
できるようになったりする「知識及び技能の基礎」

(イ) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考え
たり、試したり、工夫したり、表現したりする「思考力、判断力、
表現力等の基礎」

(ウ) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとす
る「学びに向かう力、人間性等」

２9ページ

ねらい及び内容に基づく
保育活動全体によって育む



保育所保育指針の構造

【追加項目】：幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

(１) 健康な心と体

(２) 自立心

(３) 協同性

(４) 道徳性・規範意識の芽生え

(５) 社会生活との関わり

(６) 思考力の芽生え

(７)自然との関わり・生命尊重

(８) 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚

(９) 言葉による伝え合い

(１０) 豊かな感性と表現

２9ページ

育みたい資質・能力
の具体的な姿を通して、
発達や生活を連続させる
その先に「10の姿」が
具体的な姿として現れる



保育所保育指針の構造

【旧指針からの見直し】：乳児保育の重要性

年齢区分：

◆乳児保育（０歳）

◆１歳以上３歳未満児

◆３歳以上児

「子どもの発達の姿→

ねらいー内容ー内容の取扱い→

保育の実施にかかわる留意事項」

２9ページ



乳児・１歳以上３歳未満児の保育内容
に関する改定のポイント

【乳児・１歳以上３歳未満児の保育の重要性】

◆出生直後からもっている力を用いて、外
界に働きかける積極的な存在

◆能動的にかかわり、生活を始める

◆自らの働きかけに共感的に受容される経
験を重ね、世界の意味を獲得する

31ページ



乳児・１歳以上３歳未満児の保育内容
に関する改定のポイント

【基本的信頼感の形成】

◆子どもが世界を肯定する（信頼する）ことは特定
の大人との愛着関係が形成されることを通して
可能となる

◆基本的信頼感の獲得→非認知能力（自己肯定
感や他者への信頼感、感情を調整する力、粘り強
くやり抜く力など）

◆保育士は子どものサインを適切に受け取り、自
己選択を促しつつ、温かく応答的にかかわってい
くことが重要

32ページ



乳児・１歳以上３歳未満児の保育内容
に関する改定のポイント

【生涯の学びの出発点】

◆生まれた直後からの「学びに向かう力」は、周囲
の保護者や保育士等に受け入れられ、見守り、促
されることによって、その後の「学び続ける意欲や
意思」へと発達していく

◆学びに向かう力は、それぞれの発達過程におい
て変容する

◆保育士は、生活や遊びの場面で適時・適切に、
子どもの発達過程に応じた「学び」を支援するこ
とが重要

33ページ



第２章第１節 保育所保育指針について

節のねらい
①実践と保育所保育指針の関係を理解する

②保育所保育指針は何が変わり、何が変わらないのかを理解
する

③乳児・１歳以上３歳未満児の保育の重要性について、保育
所保育指針を通して理解し、ほかの職員に説明できる

テキスト
24～33ページ

基本的信頼感・学びの出発点

追加：育みたい資質・能力、10の姿、乳児保育の重要性
「養護」の内容は、総則へ

子どもの最善の利益のため、一定の保育の水準を確保
保育の公的な性格



第２章第２節
乳児・１歳以上３歳未満児の発達
と保育内容

節のねらい
①保育所保育指針を保育の内容を中心に、保
育を構造的に理解する。

②保育所保育指針におけるねらいと内容、内
容の取扱いについて実践と結びつけて
理解する。

③②について、ほかの職員に説明できる。

テキスト
34ページ～



39ページ
乳児・１歳以上３歳未満児の

発達と保育内容

どのような内容で保育のねらいの達成に向かうのか

◆子どもが表現する、働きかけることを共感的に受け止める
保育者等がいる

◆共感的な保育士等とのやり取りを通して、あるいは一緒に
することで、その経験を内面化させていく主体的な学びが
起きてくる

◆子どもの学びに向かう力を受け止めて、心地よいという子
どもの経験を経て、子ども自ら育つことを大切にする



46ページ
乳児・１歳以上３歳未満児の

発達と保育内容

どのような内容で保育のねらいの達成に向かうのか

◆共感的で受容的なかかわりと安全に配慮された環境が重
要

◆養護的側面を大前提に、子ども自らのできるようになった
行動を十分に展開するなかで保育士等や他児と一緒に遊
ぶこと、時に自己主張し保育士等の仲立ちでトラブルを解
決しようとすることを経験する

◆お互いの気持ちに気づくなど、他者と異なる自分という存
在に気づく



ワークシート
演習１-１・１-２・１-３



第２章第２節
乳児・１歳以上３歳未満児の発達と
保育内容

節のねらい
①保育所保育指針を保育の内容を中心に、保育を構
造的に理解する。

②保育所保育指針におけるねらいと内容、内容の取
扱いについて実践と結びつけて理解する。

③②について、ほかの職員に説明できる。

「第２章保育の内容」と「総則」との関連

演習・グループでの意見交換を通して：
子どもの姿と「内容」との関連
「内容」と保育のねらいの達成

テキスト
34～46ページ



第２章第３節
保育の方法ー主体的存在としての
乳児・１歳以上３歳未満児

節のねらい
①保育所保育指針に沿って、乳児・１歳以
上３歳未満児の主体性を理解し、ほかの
職員に説明できる。

②乳児・１歳以上３歳未満児の主体性を
大切にする保育の方法を具体的に理解し、
ほかの職員に説明できる。

テキスト
47ページ～



48・49ページ乳児保育にみる子どもの主体性
「内容の取扱い」から見る子どもの主体性

◆「自ら体を動かそうとする意欲」「進んで食べようとする」

◆自己を十分に発揮（感情の爆発などを含む）し、「多様な感情が受け止
められ、適切に対応される」

：感情を適切に表現することやコントロールすることを経験

「楽しい雰囲気のなかで言葉のやり取りを楽しむ」

：人とともにあることの心地よさ

◆「安全な環境の下で十分に探索活動を楽しむ」

：思うように環境が変わる、思うようにいかない

→気づき、考え、工夫しようとする

自己意識の獲得

感情の
コントロールへ

自己肯定感



51ページ１歳以上３歳未満児保育にみる
子どもの主体性

「内容の取扱い」から見る子どもの主体性

◆「温かな触れ合いの中で心と体の発達を促す」

「一人一人の排尿間隔を尊重する」

「子どもが自分でしようとする気持ちを尊重する」

◆「保育士等の仲立ちによって、気持ちや行動を言語化」
「相手の気持ちに気付き相手に伝えることや相手の気持ち
に気付く」

◆「遊びを通して感覚が促される」

「自分の力でやりとげる充実感を味わう」

自立への
欲求

自ら直接
周囲のもの
に触れる



ワークシート
演習２-１・２-２



第２章第３節 保育の方法
ー主体的存在としての乳児・１歳以上３歳未満児

節のねらい
①保育所保育指針に沿って、乳児・１歳以上３歳未満
児の主体性を理解し、ほかの職員に説明できる。

②乳児・１歳以上３歳未満児の主体性を大切にする
保育の方法を具体的に理解し、ほかの職員に説明で
きる。

テキスト 47～53ページ

演習・グループでの意見交換を通して：
「子どもの主体としての思いや願いを受け止める」

・「尊重する」とは
実際に子どもとどのようにかかわるのか

自ら～しようとする意欲・進んで～しようとする気持ち
自己を発揮する・人といる心地よさ
探索活動・やり遂げる充実感



子どもの主体性と関連して

◆子どもの人権を大切にする

◆保育所等における虐待等不適切保育

を防止する



子どもの人権を大切にする保育

保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第１章 １（５）保育所の社会的責任

ア 保育所は、子どもの人権に十分配慮するととも

に、子ども一人一人の人格を尊重して保育を行わ

なければならない。



保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第５章 １職員の資質向上に関する基本的事項

⑴ 保育所職員に求められる専門性

子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保育を行
うためには、職員一人一人の倫理観、人間性並びに保育
所職員としての職務及び責任の理解と自覚が基盤となる。

各職員は、自己評価に基づく課題等を踏まえ、保育所内
外の研修等を通じて、保育士・看護師・調理員・栄養士等、
それぞれの職務内容に応じた専門性を高めるため、必要
な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めなければな
らない。

子どもの人権を大切にする保育



保育所等における虐待等不適切保育の防止

「不適切な保育」とは、「保育所での保育士等による子どもへの

関わりについて、保育所保育指針に示す子どもの人権・人格の尊

重の観点に照らし、改善を要すると判断される行為」とする。

令和２年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「不適切保育に関する対応について」

事業報告書（別添）「不適切な保育の未然防止及び発生時の対応についての手引き」令

和3年3月株式会社キャンサースキャン

不適切な保育の行為類型：
不適切な保育の具体的な行為類型としては、例えば、次のよう
なものが考えられる。
① 子ども一人一人の人格を尊重しない関わり
② 物事を強要するような関わり・脅迫的な言葉がけ
③ 罰を与える・乱暴な関わり
④ 子ども一人一人の育ちや家庭環境への配慮に欠ける関わり
⑤ 差別的な関わり



保育所等における虐待等不適切保育の防止

全国保育士会「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト

～『子どもを尊重する保育』のために～」平成30年4月



保育所等における虐待等不適切保育の防止

全国保育士会「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト

～『子どもを尊重する保育』のために～」平成30年4月



保育所等における虐待等不適切保育の防止

全国保育士会「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト

～『子どもを尊重する保育』のために～」平成30年4月



保育所等における虐待等不適切保育の防止

令和２年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「不適切保育に関する対応について」事業報告書（別添）
「不適切な保育の未然防止及び発生時の対応についての手引き」令和3年3月株式会社キャンサースキャン



テキスト 第３章
乳児への適切なかかわり

第１節
乳児保育における配慮事項

第２節
乳児保育における保育士等のかかわり

第３節
乳児保育における生活習慣の援助とかか
わり

テキスト
56ページ～



第３章第１節
乳児保育における配慮事項

節のねらい
①乳児の「最善の利益」について、他の職員に
説明できる

②生理的欲求の充足により整う生活リズムを
理解する

③乳児が主体的に周囲にかかわる姿を「学び
の芽生え」と理解する

テキスト
56ページ～



乳児保育における乳児の「最善の利益」

保育所保育指針：１ （１）

ア 保育所は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）第39条

の規定に基づき、保育を必要とする子どもの保育を行い、その

健全な心身の発達を図ることを目的とする児童福祉施設であ

り、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的

に増進することに最もふさわしい生活の場でなければならない。

全国保育士会倫理綱領

（子どもの最善の利益の尊重）

１．私たちは、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、

保育を通して、その福祉を積極的に増進するよう、努めます。

57ページ



乳児保育における乳児の「最善の利益」
全国保育士会倫理綱領（全国保育士会倫理綱領学習シートより）

（子どもの最善の利益の尊重）

１．私たちは、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、保育を通して、その福祉を積
極的に増進するよう、努めます。

保育士・保育教諭の言動や判断は、すべて一人ひとりの「子どもの最善の利益」の尊重に
根ざすとともに、その実現を目的とします。

「最善の利益」の「最善」とは子どもにとっての「最善」を表し、それを最も大切なこととし
て追求する姿勢を示しています。特に重要なことは、

１．子どもの人権を守るための法的・制度的な裏づけとなる「児童福祉法」「児童憲章」「子

どもの権利条約」等について理解すること。

２．子どもを取り巻く家庭や地域の環境を踏まえ、生まれてから成人にいたるまでの発達を

長期的視野でとらえながら、現在（いま）の福祉の増進を図ること。

３．国籍や文化の違いを認め合い、互いに尊重する姿勢を保育士・保育教諭が全員で確認

すること。

子どもを集団としてとらえるのではなく、一人の個としてとらえ、一人の人間として尊重し、
子どもの立場で考え、子どもが主体的・意欲的に活動できるよう、一人ひとりの発達に応じ
た援助を通して心身ともに健やかに育つよう働きかけます。



乳児保育における乳児の「最善の利益」

子どもが主体的・意欲的に活動できるよう、一人ひとりの発達に応じ

た援助を通して心身ともに健やかに育つよう働きかける

◆発達特性を踏まえた保育

◆生命の保持と情緒の安定が図られ、安心感や信頼感を

得られる生活のなかで、身近な環境への興味や関心を

高め、その活動を広げ、生きる力を身につけていく

◆主体としての子どもの願いを受け止めることから保育を

展開する

57ページ



乳児保育における乳児の「最善の利益」

養護と教育の一体的な営み

特定の大人との愛着関係の形成、個々の生理的欲求の

充足、さまざまな生活体験のなかで、感じる・探る・気づく

等の興味・関心を引き出し、充実感や達成感を味わえるよ

うな保育が、乳児の最善の利益を保障すること

59ページ



ワークシート
演習３



第２章第１節 乳児保育における配慮事項
節のねらい
①乳児の「最善の利益」について、他の職員に説明できる

②生理的欲求の充足により整う生活リズムを理解する

③乳児が主体的に周囲にかかわる姿を「学びの芽生え」と理解する

演習・グループでの意見交換を通して：
遊び（教育的側面）において大切にしていること

や実践方法を確認する

演習・グループでの意見交換を通して：
生活（養護的側面）において大切にしていること

や実践方法を確認する

「最善の利益」の「最善」とは子どもにとっての「最善」を表し、
それを最も大切なこととして追求する

一人の個としてとらえ、一人の人間として尊重し、
子どもの立場で考える



第２章第２節
乳児保育における保育士等の
かかわり

節のねらい
①子どもへのまなざしと子どもの行為の意味を
理解し、ほかの職員に説明できる

②二つの「生活の場」を生きる子どもへの援助
を理解し、ほかの職員に説明できる

③保護者と子どもと保育士等の関係のなかで
生きることについて理解し、ほかの職員に説明
できる

テキスト
65ページ～



子どもを見る「まなざし」と子どもの行為の意味

◆子ども一人ひとりの発達過程の理解と特有の配慮点に

ついて共有し、かかわりの一貫性を保つ

◆月齢や個人差により発達差が大きいこの時期、ある時

期や年齢になったら「ふさわしいステップに進まなければ

ならない」と縛られることのないよう、柔軟な理解をする

◆発達の道筋は同じでも、プロセスは一人ひとり異なるこ

とを理解して“子どもが今を生きている”ことに温かいま

なざしを向ける

66ページ



子どもを見る「まなざし」と子どもの行為の意味

◆子どもの行為を見ていると、何と楽しく、面白いので

しょうか。加えて、その意味深さも見えてきます。

☆子どもの自由な発想や表現を受け止めることができ

ているか・・・

☆集団の活動・１日の流れから、逸れるような予想外の

子どもの行為に対して、寄り添う姿勢を持てている

か・・・

66ページ



子どもを見る「まなざし」と子どもの行為の意味

保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第２章

１ 乳児保育に関わるねらい及び内容

⑴ア

乳児保育は、愛情豊かに、応答的に行われることが特に必要
である。

２ １歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容

⑴ア

保育士等は、子どもの生活の安定を図りながら、自分でしよう
とする気持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛情豊かに、
応答的に関わることが必要である。



二つの生活の場を生きる子どもへのかかわり

事例（身体測定）より

・保育所は子どもの生活の場である

・登園時の気分は１日を左右する

◆登園時は、子どもと保護者の分離の時間

◆子どもも保護者も安心できるかかわり

◆集団生活において、個として、一人ひとりの子どもとかかわる

☆目の前の子どもの気持ちは・・・

☆今、大切にすることは何か・・・

68ページ



二つの生活の場を生きる子どもへのかかわり

人権擁護のためのセルフチェックリスト

【登園時の対応】

◆保育者等の言葉かけ・対応

◆保育者等と子ども・保護者との関係性

◆保育士等の協力体制

全国保育士会「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト

～『子どもを尊重する保育』のために～」平成30年4月



２４時間を視野に入れた保育と子育て支援

保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第４章 ２ 保育所を利用している保護者に対する子育て支援

⑴ 保護者との相互理解

ア 日常の保育に関連した様々な機会を活用し子どもの

日々の様子の伝達や収集、保育所保育の意図の説明など

を通じて、保護者との相互理解を図るよう努めること。

イ 保育の活動に対する保護者の積極的な参加は、保護

者の子育てを自ら実践する力の向上に寄与することから、

これを促すこと。

69ページ



２４時間を視野に入れた保育と子育て支援

日常の保育に関連した様々な機会を活用し子どもの日々の様

子の伝達や収集、保育所保育の意図の説明などを通じて・・・

【子どもの日々の様子の伝達や収集】

◆送迎時の会話

◆連絡帳の記入

◆保育の記録（ドキュメンテーション等）の提示

【保育所保育の意図の説明】

◆園のおたより・クラスだより

◆施設内の掲示物

69ページ



第３章第２節 乳児保育における
保育士等のかかわり
節のねらい
①子どもへのまなざしと子どもの行為の意味を理解し、ほかの
職員に説明できる

②二つの「生活の場」を生きる子どもへの援助を理解し、ほか
の職員に説明できる

③保護者と子どもと保育士等の関係のなかで生きることにつ
いて理解し、ほかの職員に説明できる

家庭から保育所への移行を、毎日丁寧におこなう
保育士等の協力体制を確認する

連絡帳やおたよりなど、さまざまな方法を使って、
保護者との情報共有をおこなう

子どもの安心感・保護者の子育て支援につながる

発達のプロセスは一人ひとり異なることを理解して、
目の前の子どもに、愛情豊かに応答的にかかわる

テキスト
65～73ページ



第３章第３節
乳児保育における生活習慣の援助
とかかわり

節のねらい
①睡眠の発達過程を理解し、保育の環境およ
び保育士等の援助を学ぶ

②排泄の発達過程と遊びの誘いかけのポイン
トを考える

③生活の場における子どもの生活体験の意義
と保育士等の援助を理解する

テキスト
74ページ～



ワークシート
演習４



第３章第３節
乳児保育における生活習慣の援助とかかわり

節のねらい
①睡眠の発達過程を理解し、保育の環境および保育士等の援
助を学ぶ
②排泄の発達過程と遊びの誘いかけのポイントを考える
③生活の場における子どもの生活体験の意義と保育士等の援

助を理解する

演習・グループでの意見交換を通して：
➢ 保育所（集団生活）において、一人ひとりの個別的なリズ
ムに応じた生活を実現するための工夫

➢ 日々の積み重ねによる安心感がもてる工夫
➢ 記録をとるなど、子どもの状態をていねいに理解するため
の工夫

➢ 子どもの「自分で」したい気持ちを大切にするための工夫

テキスト
74～85ページ



テキスト 第５章
乳児保育の指導計画、記録および評価

第１節
全体的な計画に基づく指導計画の作成

第２節
観察を通しての記録および評価

第３節
評価の理解および取組み

テキスト
116ページ～



第５章第１節
全体的な計画に基づく
指導計画の作成

節のねらい
①全体的な計画を理解し、ほかの職員に
説明できる

②指導計画の作成を理解し、ほかの職員
に説明できる

③指導計画と日課の関連を理解し、ほか
の職員に説明できる

テキスト
116ページ～



全体的な計画に基づく指導計画

◆全体的な計画

一年間の保育施設の全体計画

全体的な計画に基づいて指導計画を作成

◆指導計画（クラスor個別）

・長期的指導計画

（年間、学期、月）

・短期指導計画

（週間、一日）

短期間に
なるほど
具体的に



指導計画の作成の手順

指導計画の作成手順の基本

①現在の子どもの姿を理解し、それを踏まえてねらいと内容を設定し

ます

②ねらいと内容に応じて、子どもの興味関心を尊重しつつ、環境を

構成します

③子どもの主体的な活動が現れてくるので、それに対する保育士等

の援助や配慮を示します

118ページ

ねらい：

保育の目標をより具体化したものであり、子どもが保育所において、
安定した生活を送り、充実した活動ができるように、保育を通じて育
みたい資質・能力を、子どもの生活する姿から捉えたもの



保育士等の協力体制

保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第１章総則 ３保育の計画及び評価

（２）指導計画の作成

カ 長時間にわたる保育については、子どもの発達過程、

生活のリズム及び心身の状態に十分配慮して、保育の内

容や方法、職員の協力体制、家庭との連携などを指導計

画に位置付けること。

（３）指導計画の展開

ア 施設長、保育士など、全職員による適切な役割分担と

協力体制を整えること。



保育士等の協力体制

０・１・２歳児の保育

◆１対１のかかわり

◆発達の個人差

◆生活リズムの多様さ

◆在園時間の違い

↓

個々の子どもに応じた日課が求められる

⇒保育士等の協力体制が必須である

（役割分担・情報共有）



第５章第１節
全体的な計画に基づく指導計画の作成
節のねらい
①全体的な計画を理解し、ほかの職員に説明できる

②指導計画の作成を理解し、ほかの職員に説明できる

③指導計画と日課の関連を理解し、ほかの職員に説
明できる

乳児保育においては特に保育士等の協力体制が必須である
日課・指導計画にも

複数の保育士等の協力体制を意識した書き方をする

全体的な計画・子ども理解に基づく指導計画の作成

定期的に施設の全体的な計画を再確認する・共有する

テキスト
116～121ページ



第５章第２節
観察を通しての記録及び評価

節のねらい
①指導計画の展開について理解し、ほか
の職員に説明できる

②観察することの重要性について理解し、
ほかの職員に説明できる

③日誌や記録をとることの意味について
理解し、ほかの職員に説明できる

テキスト
122ページ～



観察することの重要性

幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説

（2018年,内閣府・文部科学省・厚生労働省）より

第１章 総則

第３節 幼保連携型認定こども園として特に配慮すべき事項

４ 指導計画作成上の特に配慮すべき事項

(2) 発達の連続性を考慮した教育及び保育

解説

心身の発育・発達が顕著な時期であるとともに、その個人差
も大きいことから、その成長過程や生活状況、活動等の実態等
を細かく観察し、園児一人一人の発達が家庭と園との間で途
切れることなく連続性をもつとともに、園児一人一人に即した
保育が展開できるよう個別の指導計画が必要である

子ども理解への第一歩



評価

厚生労働省「保育所における自己評価ガイドライン（2020 年改訂版）」2020年



記録および評価の共有化

◆保育士等の協力体制

⇒計画や記録についての共通認識が必要

◆記録＝保育士等の観察に基づいた記述

◆個々の保育士によって違う視点・違う解釈がある

◆互いの記録を共有し、補完し合う

◆より良い指導計画の立案・保育の展開へ

126ページ



ワークシート
演習５



第５章第２節
観察を通しての記録及び評価
節のねらい
①指導計画の展開について理解し、ほかの職員に説明できる

②観察することの重要性について理解し、ほかの職員に説明で
きる

③日誌や記録をとることの意味について理解し、ほかの職員に
説明できる

観察⇒記録⇒振り返り（子ども理解・保育の評価）
⇒計画・保育の改善

指導計画の作成後も、実践と連動して
子どもの興味・関心、発達、遊びの展開に応じて、
環境の再構成や援助・配慮をおこなっていく

子ども理解・保育の評価を保育士等の個人的なものにせず、
複数・クラス・職員全体で共有、互いに補完し合う
よりよい記録・振り返り・情報共有の方法を検討

テキスト
122～127ページ



第５章第３節
評価の理解及び取組み

節のねらい
①自己評価について理解し、ほかの職員
に説明できる

②保育士等の学び合いについて理解し、
ほかの職員に説明できる

③保育カンファレンスについて理解し、ほ
かの職員に説明できる

テキスト
128ページ～



保育士等の自己評価 129ページ

保育所保育指針（平成29年告示,厚生労働省）より

第１章３ 保育の計画及び評価 ⑷ 保育内容等の評価

ア保育士等の自己評価

(ア) 保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実

践を振り返り、自己評価することを通して、その専門性の向上や保育

実践の改善に努めなければならない。

(イ) 保育士等による自己評価に当たっては、子どもの活動内容やそ

の結果だけでなく、子どもの心の育ちや意欲、取り組む過程などにも

十分配慮するよう留意すること。

(ウ) 保育士等は、自己評価における自らの保育実践の振り返りや

職員相互の話し合い等を通じて、専門性の向上及び保育の質の向

上のための課題を明確にするとともに、保育所全体の保育の内容に

関する認識を深めること。



自らの保育実践を振り返る視点 129ページ

保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自

己評価する

◆環境の構成は妥当であったか

◆子どもの興味・関心の現れをとらえきれていたか

◆子どもの活動へのかかわりは望ましいものであったか

↓

子どもの再理解・ねらいや内容の設定

◆保育士等の協力体制は機能していたか

↓

よりよい協力体制の模索

（日課表・役割分担・情報共有の仕方についての再検討）



保育士等の話し合い

誰もが積極的に
発言しやすい囲気で

・相手の意見を否定
しない
・発言者が偏らない

厚生労働省「保育をもっと楽しく 保育所における自己評価ガイドラインハンドブック」

2020年



保育カンファレンス

厚生労働省「保育所における自己評価ガイドライン（2020 年改訂版）」2020年



第５章第３節
評価の理解及び取組み
節のねらい
①自己評価について理解し、ほかの職員に説明できる

②保育士等の学び合いについて理解し、ほかの職員に
説明できる

③保育カンファレンスについて理解し、ほかの職員に
説明できる

多様な視点を活用することで、自分の保育観や
組織全体が大切にしていることに改めて気づく

保育士等のそれぞれの視点や大切にしていることを
互いに伝え合い、認め合う機会をもつ

記録を通して、環境構成・保育者のかかわりについて、
振り返り、子ども理解や次の保育に繋げていく

テキスト
128～133ページ
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